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町
指
定
文
化
財「
大
山
城
跡
」は
、

阿
波
山
地
内
を
走
る
国
道
一
二
三
号

線
の
西
方
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に

位
置
し
て
い
ま
す
。

　

城
は
、
南
北
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
・

東
西
五
〇
メ
ー
ト
ル
・
比
高
二
五
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の「
館
山
」と
呼
ば
れ
る

独
立
丘
陵
を
利
用
し
て
造
ら
れ
て
お

り
、
東
・
南
・
西
側
の
水
田
と
、
西

側
を
流
れ
る
桂
川
が
天
然
の
防
御
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

城
の
中
心
部
は
、
現
在
ホ
テ
ル
が

建
っ
て
い
る
丘
の
上
で
、
南
端
部
に

は
今
も
堀
や
土
壇
が
残
っ
て
い
ま
す
。

丘
陵
の
麓
部
や
北
西
方
向
に
伸
び
る

微
高
地
も
防
御
上
重
要
な
地
域
で
あ

っ
た
よ
う
で
、
こ
こ
に
も
堀
や
土
塁

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

伝
承
で
は
、
平
安
時
代
末
の
長
承

元 （
一
一
三
二
）年
、
大
掾
氏
の
家
臣

鈴
木
五
郎
高
郷
が
、
初
め
て
こ
の
地

に
城
を
築
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
山
城
が
現
在
の
よ
う
な
形
に
整

備
拡
張
さ
れ
た
の
は
、佐
竹
義
孝
が
、

大
山
村
の
領
主
と
な
っ
た
康
安
二（
一

三
六
二
）年
以
降
の
こ
と
で
す
。

　

義
孝
は
、
領
地
の
地
名
を
と
っ
て

大
山
義
孝
を
名
乗
り
、
大
山
氏
の
祖

と
な
り
ま
し
た
。大
山
氏
は
そ
の
後
、

九
代
義
則
ま
で
二
三
〇
余
年
の
間
居

城
し
、
佐
竹
本
家
に
仕
え
て
き
ま
し

た
が
、
文
禄
四（
一
五
九
五
）年
、
佐

竹
領
内
の
領
地
替
え
に
よ
り
、
小
高

城（
行
方
市
小
高
）に
移
り
、
大
山
城

は
廃
城
と
な
り
ま
し
た
。
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卵
割
る
音
ひ
び
き
け
り
秋
一
人

　
　
　
　
　 

鯉
渕
　
寿
美
恵

柿
食
め
り
奈
良
も
常
陸
も
日
本
晴

　
　
　
　
　 

今
瀬
　
多
代
美

電
波
塔
真
近
に
仰
ぎ
芒
原

　
　
　
　
　
　 

綿
引
　
英
子

間
引
菜
の
引
く
菜
に
さ
へ
も
迷
ひ
け
り

　
　
　
　
　 

中
野
　
千
賀
子

台
風
や
閉
め
し
扉
を
閉
め
直
す

　
　
　
　
　 

仲
田
　
ま
ち
ゑ

前
向
き
に
真
直
ぐ
生
き
て
冬
木
の
芽

　
　
　
　
　
　
　 

森
　
静
江

 

セ
シ
ュ
ウ
ム
は
少
し
怖
い
が
キ
ノ
コ
採
り

　
　
　
　
　
　 

富
田
　
多
蔵

垂
れ
る
の
は
実
っ
た
か
ら
と
胸
を
張
る

　
　
　
　
　
　 

車
田
　
綾
子

秋
桜
は
台
風
ま
で
の
命
か
な

　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
孝
一

車
飛
ぶ
夢
の
話
に
子
等
騒
ぎ

　
　
　
　
　
　
　 

川
原
　
清

両
側
に
コ
ス
モ
ス
畑
ツ
ー
リ
ン
グ

　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
昭
子

敷
物
を
広
げ
水
辺
の
秋
の
蝶

　
　
　
　
　
　 

竹
内
　
幸
子

こ
の
町
に
学
校
い
く
つ
小
春
風

　
　
　
　
　
　 

瀬
谷
　
博
子

田
の
神
も
燕
も
帰
り
村
し
ず
か

　
　
　
　
　
　 

田
口
　
勝
元

春
の
海
水
族
館
の
大
は
し
ゃ
ぎ

　
　
　
　
　
　 

岩
下
　
金
司

も
う
友
の
い
な
い
病
室
金
木
犀

　
　
　
　
　
　 

寺
門
　
孝
子

母
の
日
に
届
い
た
花
は
花
終
わ
り

若
芽
の
青
葉
生
き
生
き
と
伸
び

　
　
　
　
　
　 

富
田
　
欽
子

山
深
き
友
の
家
訪
い
一
日
を
す

ご
せ
ば
時
の
流
れ
忘
る
る

　
　
　
　
　
　
　 

枝
　
不
美

草
を
刈
る
人
等
な
き
農
道
に
曼
珠

沙
華
咲
き
て
日
は
暮
れ
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　 

島
　
愛
子

絵
手
紙
で
は
じ
め
て
気
づ
く
柘
榴
の

棘
て
い
ね
い
に
書
き
仕
上
が
り
眺
む

　
　
　
　
　
　 

信
田
　
育
子

平
穏
な
る
人
の
営
み
に
天
災
は
あ

の
手
こ
の
手
で
襲
い
来
た
り
ぬ

　
　
　
　
　 

萩
谷
　
登
喜
子

丈
高
き
吾
亦
紅
風
に
搖
れ
て
を

り
暑
さ
や
う
や
く
穏
し
と
思
ふ

　
　
　
　
　 

冨
田
　
佐
智
子

交
流
会
笑
い
楽
し
い
一
日
を
脳

ト
レ
体
操
長
寿
に
つ
ん
げ

　
　
　
　
　
　 

薗
部
　
光
子

　深
み
ゆ
く
秋
を
覚
え
て
待
ち
し

日
の
蒼
き
夜
空
に
十
五
夜
の
月

　
　
　
　
　
　 

大
森
　
久
子

あ
ぢ
さ
ゐ
の
返
り
花
ひ
と
つ
庭
隅

に
残
し
平
成
の
夏
も
逝
き
た
り

　
　
　
　
　 

渡
辺
　
千
紗
子

疾
き
風
に
満
開
の
梅
ひ
ら
ひ
ら
と

散
り
て
雪
の
ご
と
小
道
を
染
む
る

　
　
　
　
　
　 

所
　
美
惠
子

帰
り
く
る
孫
娘
に
か
け
む
こ
と
ば
さ
ま

ざ
ま
に
思
ひ
ゐ
が
き
て
秋
の
日
を
待
つ

　
　
　
　
　
　 

山
形
　
式
妙

十
三
人
全
員
無
事
の
朗
報
に
タ
イ

國
の
少
年
ら
へ
拍
手
を
お
く
る

　
　
　
　
　 

杉
山
　
み
ち
こ


